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テ
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44
）

【
専
門
学
校
の
授
業
内
容
】

専
門
学
校
夜
間
コ
ー
ス
の
授
業
は
、
前

回
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
18：

20
〜
19：

50

と
20：

00
〜
21：

30
の
二
コ
マ
授
業
が
週
に

３
日
間（
火
、
木
、
土
）で
あ
る
が
、
週
に

５
日
間
の
昼
間
コ
ー
ス
と
同
様
の
教
育
課

程
を
こ
な
す
た
め
に
、
春
休
み
や
夏
休
み

が
な
い
。
座
学
や
実
習
の
年
間
時
間
数
に

つ
い
て
も
、両
コ
ー
ス
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

座
学
は
、
ク
ラ
ス
の
定
め
ら
れ
た
教
室

で
行
わ
れ
る
。
授
業
内
容
は
、
大
き
く
西

洋
医
学
と
東
洋
医
学
に
分
か
れ
る
。

西
洋
医
学
の
基
本
と
な
る
「
解
剖
学
」

（
331
ペ
ー
ジ
）
と
「
生
理
学
」（
317
ペ
ー
ジ
）、

「
病
理
学
概
論
」（
113
ペ
ー
ジ
）、
さ
ら
に

は
い
ろ
ん
な
病
症
の
診
断
に
必
要
な
「
臨

床
医
学
総
論
」（
294
ペ
ー
ジ
）、「
臨
床
医

学
各
論
」（
345
ペ
ー
ジ
）、「
公
衆
衛
生
学
」

（
259
ペ
ー
ジ
）、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
」（
247
ペ
ー
ジ
）
な
ど
が
あ
る
。

東
洋
医
学
関
連
の
授
業
で
は
、
陰
陽

説
・
五
行
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
東
洋
医

学
概
論
」（
330
ペ
ー
ジ
）、
十
四
経
脈
上
の

経
穴
（
ツ
ボ
）
と
奇
穴
の
合
計
約
四
〇
〇

個
の
経
穴
に
関
す
る
「
経
絡
経
穴
概
論
」

（
247
ペ
ー
ジ
）、「
は
り
き
ゅ
う
理
論
」（
111

ペ
ー
ジ
）、「
東
洋
医
学
臨
床
論
」（
180
ペ
ー

ジ
）
な
ど
が
あ
る
。

以
上
の
教
科
に
、
関
係
法
規
（
206
ペ
ー

ジ
）
を
加
え
た
内
容
を
、
お
よ
そ
２
年
間

で
修
得
し
、
３
年
生
で
は
、
主
に
国
家
試

験
の
準
備
に
入
る
。
し
た
が
っ
て
、
３
年

生
で
は
、
ほ
ぼ
毎
月
１
回
、
国
家
試
験
と

同
じ
形
式
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
の
四
択

問
題
）
で
模
擬
試
験
が
行
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
３
年
生
の
２
月
に
は
卒
業
試
験
（
正

式
呼
称
は
卒
業
試
験
で
は
な
く
総
合
演

習
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
合
格
し
な
い
と
卒

業
で
き
な
い
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

国
家
試
験
も
受
験
で
き
な
い
。
こ
の
卒
業

試
験
に
は
再
試
験
も
、
追
試
験
も
な
い
。

一
発
勝
負
で
あ
る
。
在
校
生
に
と
っ
て
、

国
家
試
験
と
同
じ
く
ら
い
重
大
な
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ま
さ
か
、
こ

の
非
情
な
卒
業
試
験
で
２
回
も
不
合
格
に

な
り
、
２
年
間
留
年
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

座
学
に
対
し
て
実
技
は
、
鍼
や
灸
に
関

す
る
実
習
を
含
め
、「
基
礎
実
技
１
〜
５
」、

「
臨
床
実
技
１
〜
４
」、「
応
用
実
技
１
〜
５
」、

「
取
穴
実
技
」、「
臨
床
実
習
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
設
備
の
整
っ
た
実
技
室
で
行
わ
れ
る
。

以
上
の
教
科
の
ほ
か
、
筆
者
の
属
し
て

い
た
ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
学
科
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
連
す
る
科
目
と
し
て
「
保
健
体
育

演
習
１
」（
ス
ポ
ー
ツ
ア
ロ
マ
）、「
保
健

体
育
理
論
２
」（
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
）、

「
保
健
体
育
演
習
２
」（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
時

の
テ
ー
ピ
ン
グ
）
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

連
す
る
特
殊
な
教
科
が
あ
っ
た
の
で
、
通

常
の
鍼
灸
学
科
よ
り
も
幅
広
く
学
べ
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

こ
れ
ら
実
技
科
目
に
関
し
て
は
、
各
専

門
学
校
内
で
教
育
と
試
験
が
行
わ
れ
、
国

家
試
験
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、
自
動
車
の
運
転
免
許
を
取
得
す
る

際
に
、
実
技
に
関
し
て
は
、
公
安
委
員
会

指
定
の
自
動
車
学
校
で
教
育
と
試
験
を
受

け
、
学
科
試
験
だ
け
を
、
各
地
域
の
自
動

車
運
転
免
許
試
験
場
で
受
験
す
る
の
と
似

て
い
る
。

【
筆
者
の
入
学
動
機
と
な
っ
た

東
洋
医
学
と
は
？
】

一
般
の
学
校
教
育
で
は
、
小
学
校
か
ら

大
学
院
に
至
る
ま
で
、
西
洋
医
学
的
知
識

を
学
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
東
洋
医
学
的

内
容
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
が
学
び

た
か
っ
た
学
科
目
は
東
洋
医
学
で
あ
る
。

専
門
学
校
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
教
育
は
、

「
東
洋
医
学
概
論
」、「
経
絡
経
穴
概
論
」、

「
は
り
き
ゅ
う
理
論
」
な
ど
の
教
科
書
を

使
っ
て
、
１
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
東
洋
医
学
概
論
」
は
、
東
洋
医
学
の

歴
史
に
始
ま
り
、
人
体
全
体
の
と
ら
え
方
、

そ
れ
を
解
釈
・
記
憶
す
る
方
法
と
し
て
確
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立
さ
れ
た
「
陰
陽
学
説
」
お
よ
び
「
五
行

学
説
」（
あ
ら
ゆ
る
自
然
界
の
あ
り
方
や

法
則
が
２
つ
も
し
く
は
５
つ
に
分
け
ら
れ

る
と
い
う
考
え
）、
生
理
物
質
と
し
て
の

き

け
つ

し
ん
え
き

せ
い

「
気
」・「
血
」・「
津
液
」・「
精
」、
そ
れ
か

ら
西
洋
医
学
で
言
う
内
臓
に
相
当
す
る
六

蔵
（
肺
、
脾
、
心
、
腎
、
心
包
、
肝
）・

六
腑
（
大
腸
、
胃
、
小
腸
、
膀
胱
、
三
焦
、

胆
）。
こ
こ
で
、
心
包
お
よ
び
三
焦
と
は
、

腹
部
を
切
開
し
て
、
こ
れ
と
指
し
示
せ
る

も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
内
臓
に
関
連
し

て
現
れ
る
機
能
の
抽
象
的
表
現
と
と
ら
え

た
方
が
よ
い
。
東
洋
医
学
を
初
め
て
学
ぶ

者
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か
馴
染
め
な
い

概
念
で
あ
る
。

１
６
５
８
年
（
365
年
前
）
の
顕
微
鏡
の

発
明（
①
）に
端
を
発
す
る
西
洋
医
学
で
は
、

身
体
の
成
り
立
ち
を
微
視
的
、
局
所
的
、

実
存
的
に
定
義
し
、
そ
れ
ら
の
機
能
や
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
目
に
見
え
る
形
で
表
現
し
よ

う
と
す
る
。

他
方
、
お
よ
そ
２
４
０
０
年
前
に
端
を

発
す
る
東
洋
医
学
に
は
、
人
体
を
解
剖
す

る
と
い
う
習
慣
は
な
く
、
人
体
全
体
を
一

つ
の
「
反
応
系
」
と
し
て
と
ら
え
、
内
部

で
生
じ
て
い
る
現
象
を
六
蔵
六
腑
で
モ
デ

リ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
洋
医
学

で
言
う
膵
臓（
②
）は
、
東
洋
医
学
に
は
存

在
せ
ず
、
そ
の
機
能
は
、
肝
、
脾
な
ど
他

の
臓
腑
機
能
の
合
成
で
表
現
さ
れ
る
。

人
間
の
体
を
電
子
回
路
シ
ス
テ
ム
に
例

え
る
な
ら
ば
（
図
３
・
１
参
照
）、
西
洋

医
学
が
、
そ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
取
り
外

し
、
中
の
電
子
回
路
の
実
体
を
そ
の
ま
ま

観
察
・
計
測
す
る
（
図
３
・
１
⒜
）
の
に

対
し
て
、
東
洋
医
学
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

に
与
え
る
入
力
信
号
（
鍼
刺
激
、
灸
刺
激
、

漢
方
薬
な
ど
）
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
出
力
信
号
（
身
体
全
体
や
臓
器
の
調
子
、

痛
み
、
体
温
、
血
圧
、
脈
拍
な
ど
）
と
の

関
係
を
等
価
回
路
で
示
す（
図
３
・
１
⒝
）

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
西
洋
医
学
は
、
図

３
・
１
⒜
の
よ
う
に
、
詳
細

に
体
の
構
成
や
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
が
、
東
洋
医
学
は
、

身
体
で
感
じ
る
痛
み
や
不
快

感
、
日
常
生
活
の
質
の
低
下

か
ら
回
復
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

東
洋
医
学
の
学
び
を
深
め

き
け
つ

め
ぐ

て
い
く
と
、「
気
血
の
巡
り
」

が
生
命
活
動
の
本
質
で
あ
る

こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、

気
血
の
巡
り
が
滞
っ
た
時
に

そ
の
生
命
体
は
不
健
康
も
し

く
は
死
に
至
る
。
奇
し
く
も
、

筆
者
は
そ
の
こ
と
を
、
東
洋

医
学
を
学
ぶ
前
に
経
験
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
言
葉
の
意

味
と
重
要
性
を
理
解
す
る
の

に
、
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら

な
か
っ
た
。

【
気
血
の
巡
り
に
係
る
辛
い
思
い
出
】

筆
者
は
、
東
洋
医
学
を
学
ぶ
ず
っ
と
以

前
に
、
気
血
の
巡
り
の
本
質
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
辛
く
悲
し
い
経
験
を
し
た
。

時
は
、
お
よ
そ
20
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

筆
者
は
、
一
頭
の
栗
毛
の
馬
を
乗
馬
ク
ラ

ブ
に
預
託
し
、
時
間
の
あ
る
時
に
行
っ
て

乗
馬
を
楽
し
ん
で
い
た（
図
３
・
２
参
照
）。

若
松
北
海
岸
の
砂
浜
を
走
っ
た
り
、
ハ
エ

の
１
匹
も
い
な
い
快
適
な
ひ
び
き
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
で
騎
乗
し
て
、
２
〜
３
時
間
、

ク
ロ
ー
バ
ー
を
食
べ
る
馬
の
横
で
筆
者
は

寝
そ
べ
っ
て
雲
の
流
れ
を
薄
目
を
開
け
て

眺
め
て
い
た
。
こ
の
馬
は
、
私
に
と
っ
て
、

ハ
ー
ド
な
業
務
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
英

気
を
養
う
、か
け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
。

た
い
ざ
ん

名
前
は
泰
山
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

せ
ん
ば

ク
ォ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
種
で
騙
馬
、
す
な
わ

ち
去
勢
さ
れ
た
牡
馬
で
あ
る
。

そ
の
泰
山
が
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
不
衛
生てい

な
馬
房
と
ず
さ
ん
な
管
理
に
よ
っ
て
、
蹄

よ
う
え
ん

葉
炎
を
患
っ
て
し
ま
い
、走
っ
た
り
、ジ
ャ

ン
プ
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
以
前
か
ら
、
高
額
な
預
託
料
を
要
求

す
る
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、
幾
度
と
な

く
待
遇
改
善
を
要
求
し
て
き
た
が
何
一
つ

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

図３・１ ⒜電子回路の実体写真と、その⒝等価回路。入力側と出力側にあらゆる
回路を接続しても、⒜と⒝の入出力端に現れる電圧及び電流が⒜⒝間で、
それぞれ等しくなるように、入力インピーダンスZi、入力電流 ii、出力
インピーダンスZo、出力電圧源 eo を求めることができる。⒝は⒜を
忠実には表現していないが、入出力端での挙動を知るには、十分である。
西洋医学が内部を詳細に記述する⒜に対応するとすれば、東洋医学は、
その等価回路⒝に対応すると言えよう。
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蹄
葉
炎
は
、
図
３
・
３
に
示
す
よ
う
に
、

て
い

足
の
先
端
の
骨
（
末
節
骨
）
と
蹄
の
側
面

を
取
り
囲
ん
で
い
る
組
織
（
蹄
壁
）
を
つ

な
ぐ
葉
状
層
が
、
何
ら
か
の
原
因
で
、
ス

カ
ス
カ
の
脆
弱
な
組
織
（
ラ
メ
ラ
ー

ウ
ェ
ッ
ジ
）
に
な
り
、
馬
の
荷
重
に
よ
っ

て
次
第
に
末
節
骨
先
端
が
蹄
壁
か
ら
離
れ
、

ち
ょ
う
ど
下
か
ら
楔
を
打
ち
込
ん
だ
よ
う

に
な
る
。
こ
う
な
る
と
新
し
い
蹄
が
伸
び

て
も
、
蹄
冠
部
に
応
力
集
中
が
起
こ
り
、

末
節
骨
は
さ
ら
に
下
を
向
き
、
蹄
壁
は
さ

ら
に
離
れ
る
。
蹄
の
内
部
に
は
蹄
そ
の
も

の
を
栄
養
す
る
た
め
に
、
図
３
・
４
に
示

す
よ
う
な
動
脈
が
網
の
目
の
よ
う
に
走
っ

て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
じ
密
度

で
静
脈
、
リ
ン
パ
管
お
よ
び
神
経
が
伴
走

し
て
い
る
。
そ
の
神
経
網
を
、
ラ
メ
ラ
ー

ウ
ェ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

図３・２ ⒜先代の愛馬「泰山（たいざん）」とともに、かけがえのない時を過ごす筆者。⒝若松北海岸。
⒞障害飛越（ジャンプ）。⒟英国馬場馬術。⒠ひびきのキャンパスの九州工業大学生命体工学
研究科前のレストラン・アートカフェのマスターは、筆者だけではなく、泰山にもコーヒー
を提供してくれた。

図３・３ ⒜健常な蹄の矢状断面。葉状層が末節骨を蹄壁に繋ぎ止めている。
⒝健常な蹄の底面。
⒞蹄葉炎（ローテーション）の蹄の矢状断面。何らかの原因で脆弱なラメラー
ウェッジが新生し、くさび状に末節骨を蹄壁から引きはがす。その結果、
やがて末節骨は蹄底を突き破る。
⒟蹄葉炎（ローテーション）の蹄の底面。ローテーションを起こした末節骨
が蹄底を突き破って出てきているのが見える。

「青木 修監修・翻訳、「馬の蹄」、アニマル・メディア社、１９９９」を改変。

⒞

⒠

⒝

⒟

⒜

⒝

⒟

⒜

⒞
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生
じ
た
末
節
骨
の
先
端
が
圧
迫
す
る
の
で
、

激
痛
を
生
じ
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、

末
節
骨
の
先
端
が
、
蹄
の
裏
側
（
蹄
底
）

を
突
き
破
る
こ
と
に
な
る
（
図
３
・
３
⒞

お
よ
び
⒟
）。

蹄
葉
炎
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ

て
、
多
く
の
場
合
、
真
の
原
因
を
突
き
止

め
る
こ
と
は
難
し
い
。
泰
山
の
場
合
は
、

筆
者
が
自
分
で
泰
山
の
装
蹄
を
や
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
過
を
よ
く
理
解

し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

あ
る
と
き
、
蹄
に
ひ
び
が
入
り（
裂
蹄
）、

そ
こ
か
ら
菌
（
主
に
白
癬
菌
の
一
種
）
が

侵
入
し
、
葉
状
層
の
蹄
底
部
が
カ
ス
テ
ラ

の
よ
う
に
脆
弱
な
組
織
に
な
っ
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
い
く
ら
そ
の
組
織
を
除
去
し
、

専
用
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
補
強
し
て
も

完
治
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
は

蹄
葉
炎
独
特
の
蹄
の
外
観
（
蹄
の
前
方
が

め
く
り
あ
が
り
、
後
方
が
下
が
る
）
と
立

ち
姿
勢
（
体
重
を
後
肢
に
か
け
、
前
肢
を

突
っ
張
る
姿
勢
）
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
何
人
か
の
獣
医
師
や
装
蹄

ら
ち

師
に
診
て
も
ら
っ
た
が
、
全
く
埒
が
明
か

な
い
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
蹄
葉
炎
を
回
避
す

る
た
め
に
筆
者
自
身
が
で
き
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
後
悔
し
て
い
る
。

蹄
内
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
網
の
目
の

よ
う
な
動
脈
、
静
脈
、
リ
ン
パ
管
が
存
在

し
、
蹄
内
部
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
栄
養
と

酸
素
を
運
び
、
同
時
に
老
廃
物
を
運
び
出

し
、
結
果
と
し
て
免
疫
力
が
確
保
さ
れ
る
。

こ
れ
ぞ
「
気
血
の
巡
り
」
で
あ
る
。
こ
の

循
環
が
順
調
に
働
い
て
い
る
間
は
、
蹄
は

健
康
で
、
機
械
的
に
も
頑
丈
で
、
裂
蹄
部

か
ら
菌
が
侵
入
し
た
と
し
て
も
免
疫
力
に

よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
「
気
血
の
巡

り
」
を
推
進

す
る
た
め
の

重
要
な
蹄
のてい

作
用
が
「
蹄

き

さ
よ
う

機
作
用
」
で

あ
る
。
す
な

わ
ち
、
お
椀

を
伏
せ
た
よ

う
な
構
造
を

し
た
蹄
は
、

馬
が
歩
い
た

り
走
っ
た
り

す
る
た
び
に
、

横
方
向
に
拡

張
・
収
縮
を
繰
り
返
し
、
蹄
内
部
の
血
流

や
リ
ン
パ
流
を
促
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
果

た
す
。
こ
の
作
用
に
よ
っ
て
蹄
内
部
の
血

流
や
リ
ン
パ
流
が
促
進
さ
れ
、
生
き
生
き

と
し
た
蹄
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
蹄
底
に
詰
ま
っ
た

馬
糞
、
泥
、
砂
、
小
石
、
圧
縮
さ
れ
た
藁

て
っ
ぴ

く
ず
や
草
な
ど
を
、
鉄
爪
と
い
う
道
具
で

頻
繁
に
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を

う
ら
ぼ

「
裏
堀
り
」
と
い
う
。
筆
者
が
毎
日
、
大

学
に
出
勤
す
る
途
中
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
に

立
ち
寄
り
、
泰
山
の
裏
堀
り
を
施
し
、「
気

血
の
巡
り
」
を
良
く
し
て
い
た
ら
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
か

と
、
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

馬
の
蹄
葉
炎
は
不
治
の
病
と
言
わ
れ
、

ど
ん
な
に
華
々
し
い
戦
歴
を
持
つ
競
走
馬

で
あ
っ
て
も
、
こ
の
蹄
葉
炎
に
侵
さ
れ
れ

ば
、
馬
主
に
と
っ
て
、
安
楽
死
の
道
以
外

に
選
択
肢
は
な
い
。

途
方
に
暮
れ
て
い
た
時
、テ
レ
ビ
で「
馬

の
神
様
」
と
呼
ば
れ
る
装
蹄
師
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
た
。
レ
ー
ス
で
足

を
痛
め
、
再
起
不
能
と
な
っ
た
馬
を
自
分

の
と
こ
ろ
で
預
か
り
、
装
蹄
技
術
を
駆
使

し
て
治
し
、
復
帰
第
一
戦
で
優
勝
を
飾
る

と
い
う
離
れ
業
を
何
度
も
見
せ
て
い
る
。

そ
の
功
績
を
聞
い
て
、
全
国
の
馬
主
か
ら
、

図３・４ 蹄の主な動脈の模式図。蹄には、このほかに同程度の密
度で、静脈と神経が網状に分布しており、ラメラーウェッ
ジの新生により末節骨が立ってくると、蹄底と末節骨の
間にある神経が圧迫されて、疼痛が生じるので、馬は走
ることが不可能になり、時には跛行する。
青木 修監修・翻訳「カラーアトラス 馬の蹄」より引用。

図３・５ 「馬の神様」と呼ばれた装蹄師、福永 守先生
（向かって右）。中央は泰山。左は筆者。先
生から頂いた装蹄用前掛けをつけて削蹄を手
伝った。
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怪
我
を
し
た
馬
の
治
療
要
請
が
あ
る
と
言

う
。
国
内
の
装
蹄
師
の
中
で
、
唯
一
、「
現

代
の
名
工
」
の
称
号
を
国
か
ら
授
与
さ
れ

た
福
永
守
氏
が
そ
の
人
で
あ
る
（
図
３
・

５
）。競

馬
に
精
通
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
で
は

な
か
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
藁
に
も
す
が
る
気
持
ち
で
、

ご
自
宅
に
電
話
を
か
け
た
。
何
ら
か
の
助

言
を
い
た
だ
き
た
く
て
、
こ
れ
ま
で
の
泰

山
の
経
過
と
現
状
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

即
座
に
、「
明
日
、
若
松
の
乗
馬
ク
ラ
ブ

に
行
く
。」
と
の
こ
と
。
一
筋
の
光
が
見

え
た
。
有
難
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
本
当

に
治
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
な
気
持

ち
の
交
錯
す
る
中
で
、
福
永
先
生
を
迎

え
た
。

泰
山
の
蹄
と
歩
様
を
見
る
な
り
、「
こ

ん
な
装
蹄
を
し
て
っ
！
」
と
舌
打
ち
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
先
生
と
お
弟
子
さ
ん
の
共

同
作
業
の
装
蹄
は
見
事
で
あ
っ
た
。
数
日

後
、
泰
山
は
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
若
松

北
海
岸
ま
で
騎
乗
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

う
れ
し
く
な
っ
て
先
生
に
電
話
を
し
た
ら
、

ま
だ
騎
乗
す
る
の
は
早
い
と
た
し
な
め
ら

れ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
毎
月
、
福
山
か
ら
若
松

ま
で
装
蹄
に
来
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
高
速
料
金
・
ガ
ソ
リ
ン
代
も
含

め
た
装
蹄
料
を
支
払
お
う
と
し
て
も
な
か

な
か
受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
い
。「
そ
れ

な
ら
ば
、
来
月
か
ら
は
お
願
い
で
き
ま
せ

ん
。」
と
強
が
り
を
言
う
と
、「
じ
ゃ
あ
、

今
日
一
日
仕
事
を
休
ん
で
付
き
合
っ
て
く

れ
て
い
る
あ
の
若
い
の
に
や
っ
て
く
れ
。」

と
言
わ
れ
、
お
弟
子
さ
ん
に
渡
す
こ
と
に

し
た
。

そ
の
後
、
泰
山
の
蹄
は
良
く
な
っ
た
り

悪
く
な
っ
た
り
の
繰
り
返
し
で
、
な
か
な

か
完
治
で
き
な
い
。
乗
馬
ク
ラ
ブ
を
北
九

州
市
若
松
区
か
ら
飯
塚
市
に
移
し
、
よ
り

よ
い
環
境
で
養
生
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
か
ら
早
や
６
年
の
月
日
が
経
ち
筆

者
も
大
学
を
退
職
し
、
飯
塚
に
家
を
建
て

る
こ
と
に
し
た
。
女
房
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
、
不
便
で
は
あ
る
が
、
馬
を
飼
う

の
に
は
絶
好
の
場
所
を
求
め
、
厩
舎
と
馬

場
付
き
の
母
屋
を
立
て
た
。
泰
山
を
引
き

取
り
、
ゆ
っ
く
り
静
養
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
。

び
っ
こ

し
か
し
、
泰
山
の
跛
行
は
な
か
な
か
治

ら
な
い
。

あ
る
と
き
、
福
永
先
生
が
筆
者
と
女
房

を
呼
び
、
苦
渋
の
面
持
ち
で
「
二
人
に
言

う
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
生
き
物
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
寿
命
が
あ
る
。
泰
山

は
、
今
そ
れ
に
面
し
て
い
る
。」
と
。

突
然
の
こ
と
で
、
二
人
と
も
そ
の
真
意

が
す
ぐ
に
は
呑
み
込
め
な
か
っ
た
。
問
答

を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
も
う
こ
れ
以
上

は
装
蹄
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
、

安
楽
死
の
道
を
選
ぶ
し
か
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
や
っ
と
理
解
で
き
た
。
筆
者
は
、

頭
を
振
っ
て
、「
お
言
葉
で
す
が
、
そ
れ

に
は
従
え
ま
せ
ん
。」
と
。
そ
れ
以
上
は
、

頭
の
中
が
真
っ
白
く
な
っ
て
、
言
葉
が
出

て
こ
な
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
先

生
方
を
見
送
っ
た
か
さ
え
覚
え
て
い
な
い
。

そ
の
後
の
筆
者
の
気
持
ち
の
切
り
替
え

は
速
か
っ
た
。
不
治
の
病
と
は
言
わ
れ
て

い
て
も
、
絶
対
に
誰
か
が
ど
こ
か
で
完
治

さ
せ
た
事
例
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
国
内
の
事
例
を
調
べ
れ
ば
調
べ
る

ほ
ど
絶
望
的
に
な
っ
て
き
た
。

欧
米
は
日
本
と
異
な
り
、
馬
に
関
す
る

文
化
と
歴
史
が
深
い
。
体
育
館
の
よ
う
な

手
術
室
で
、
全
身
麻
酔
し
た
馬
を
ホ
イ
ス

ト
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
移
動
さ
せ
、
大
掛

か
り
な
手
術
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
でlam

initis

（
蹄
葉

炎
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
、

「A
DA
M
S’LA

M
ENESS

IN
HORSES

（
馬
の
跛
行
）」（
１
１
７
４
ペ
ー
ジ
）
と

い
う
大
部
の
本（
③
）と
、「
カ
ラ
ー
ア
ト
ラ

ス

馬
の
蹄
」（
④
）と
い
う
本
を
購
入
し
た

（
図
３
・
６
参
照
）。
こ
れ
ら
を
３
か
月

の
間
、
毎
晩
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
む
さ
ぼ

り
読
ん
だ
。
内
容
が
濃
く
て
非
常
に
読
み

応
え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
こ
を
見
て

も
、
蹄
葉
炎
が
治
る
と
は
書
い
て
な
い
。

失
敗
し
た
例
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

筆
者
に
と
っ
て
は
大
事
な
情
報
で
あ
る
。

同
じ
間
違
い
を
し
な
い
で
済
む
か
ら
。

読
み
進
む
う
ち
に
、
直
感
で
、
こ
れ
は

治
せ
る
と
思
っ
た
。
人
の
直
感
は
、
時
折
、

熟
考
し
た
結
論
に
優
る
場
合
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
図
３
・
７
に
示
す
よ
う
に
、

蹄
壁
は
蹄
冠
部
の
蹄
冠
真
皮
乳
頭
か
ら
新

生
し
て
成
長
す
る
。
一
方
、
ラ
メ
ラ
ー

ウ
ェ
ッ
ジ
は
下
か
ら
真
皮
葉
の
中
に
楔
状

に
成
長
し
、
そ
の
先
端
で
は
馬
体
の
荷
重

に
よ
る
応
力
集
中
が
生
じ
、
末
節
骨
を

覆
っ
て
い
る
真
皮
と
蹄
壁
を
分
離
し
て
し

ま
う
。

な
ら
ば
、
蹄
壁
を
、
蹄
冠
真
皮
乳
頭
近

く
ま
で
、
深
さ
は
真
皮
葉
ま
で
蹄
冠
に

沿
っ
て
ぐ
る
り
と
半
周
、
わ
ず
か
に
出
血

す
る
ま
で
え
ぐ
り
取
り
、
溝
を
作
れ
ば
よ

い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
蹄
冠
真
皮

乳
頭
か
ら
新
生
す
る
蹄
壁
角
質
は
、
新
し

い
真
皮
葉
に
よ
っ
て
、
末
節
骨
を
包
む
真
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皮
と
ガ
ッ
チ
リ
接
着
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

蹄
壁
の
成
長
と
と
も
に
下
か
ら
脆
弱
な
ラ

メ
ラ
ー
ウ
ェ
ッ
ジ
が
成
長
し
て
く
る
の
で
、

一
定
期
間
ご
と
に
溝
の
底
に
現
れ
た
ラ
メ

ラ
ー
ウ
ェ
ッ
ジ
を
削
り
取
る
必
要
が
あ
る
。

方
針
は
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
手

術
を
実
行
す
る
に
は
、
大
き
な
問
題
が
横

た
わ
っ
て
い
る
。
蹄
が
出
血
す
る
ま
で
深

い
溝
を
掘
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

馬
は
痛
み
に
耐
え
か
ね
て
暴
れ
る
で
あ
ろ

う
。
現
に
、
以
前
、
筆
者
が
泰
山
の
前
膝

の
怪
我
を
治
療
し
て
い
た
時
に
、
３
人
の

大
人
が
ロ
ー
プ
で
抑
え
込
ん
で
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
泰
山
は
後
肢
で
立
ち
上
が

り
、
前
肢
で
一
人
を
蹴
飛
ば
し
、
そ
の
ス

タ
ッ
フ
は
肋
骨
に
ひ
び
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
泰
山
は
蹄
葉
炎
で
歩
行
も
ま
ま
な
ら

ず
、
や
せ
細
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
が
、

450
㎏
の
馬
で
あ
る
。
決
し
て
侮
っ
て
は
い

け
な
い
。

暴
れ
馬
を
お
と
な
し
く
さ
せ
る
古
典
的

な
方
法
は
鼻
捻
棒
（
は
な
ね
じ
、
ね
じ
ぼ

う
、
び
ね
ん
ぼ
う
）
で
あ
る
。
こ
の
鼻
捻

棒
一
本
で
牡
馬
の
去
勢
手
術
、
臍
ヘ
ル
ニ

ア
の
摘
出
手
術
、
歯
牙
の
矯
正
手
術
、
眼

こ
ん
せ
い
ち
ゅ
う

房
内
の
溷
晴
虫
（
蚊
を
中
間
宿
主
と
す

る
線
虫
の
幼
虫
が
馬
の
眼
房
内
に
迷
入
し

た
も
の
）
の
摘
出
手
術
な
ど
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

が
不
可
欠
で
、
筆
者
一
人
で
手
術
を
す
る

際
に
は
採
用
で
き
な
い
。
と
に
か
く
、
痛

み
を
伴
う
手
術
を
自
分
一
人
で
で
も
実
施

で
き
る
方
法
が
無
い
か
と
考
え
た
。
い
ろ

い
ろ
と
調
べ
て
い
た
ら
、
昔
か
ら
牛
や
馬

の
よ
う
な
大
型
動
物
の
治
療
を
し
た
り
、

屠
殺
し
た
り
す
る
と
き
の
方
法
が
見
つ

か
っ
た
。
保
定
法
と
し
て
、
か
な
り
詳
細

に
確
立
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
動
物
愛

図３・８ ⒜蹄葉炎の手術に使用したコードレスドライバドリルと金属用回転ヤスリ（ハイ
ス鋼カッター目）。⒝球状回転ヤスリで蹄冠に沿って溝を掘る。⒞溝の深さは真皮
葉に達する深さまで。わずかな出血でそれを確認する。

図３・７ 蹄冠部蹄壁の三次元切開図。
Ted S. Stashak, ADAMS’ LAMENESS IN HORSES
(3rd Ed.), Lippincott Williams & Wilkins (2002) を改変。

図３・６ 泰山の蹄の手術のために、むさぼり読んだ参考図書。
⒜Ted S.Stashakの著書「ADAMS'LAMENESS IN
HORSES」（１１７４ページ）。⒝青木 修監修・翻訳「カ
ラーアトラス 馬の蹄」（２１０ページ）。

Color Atlas of THE HORSE’S
FOOT の翻訳本

⒝⒜

⒞

A 砲弾型（10㎜φ×２５㎜）
B 球（10㎜φ） 蹄壁に深い溝を掘るのに使用

⒝⒜

連載：新米鍼灸師奮闘記（３）

明専会報 2023.3◆425



護
の
観
点
か
ら
は
、

と
て
も
採
用
で
き
な

い
よ
う
な
も
の
も
あ

る
。
泰
山
の
馬
洗
場

の
柱
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
直
径

約
20
㎝
の
頑
丈
な
円

柱
で
あ
る
の
で
、「
牛

の
前
肢
を
頑
丈
な
柱

に
固
定
す
る
保
定

法
」
を
採
用
す
る
こ

と
に
し
た
。

保
定
法
が
決
ま
れ

ば
、
あ
と
は
具
体
的

な
道
具
を
用
意
し
て

実
際
に
手
術
を
や
る

こ
と
で
あ
る
。

図
３
・
８
⒜
に
示

す
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ

ド
リ
ル
に
球
状
回
転

ヤ
ス
リ
を
取
り
付
け
、

蹄
冠
に
沿
っ
て
削
る

（
図
３
・
８
⒝
参

照
）。
真
皮
葉
に
達

す
る
と
わ
ず
か
に
出

血
す
る
（
図
３
・
８

⒞
参
照
）。
こ
の
溝

は
、
蹄
冠
部
か
ら
成

長
す
る
蹄
壁
と
と
も
に

下
行
す
る
。
同
時
に
下

方
か
ら
溝
に
向
か
っ
て

ラ
メ
ラ
ー
ウ
ェ
ッ
ジ
も

成
長
し
て
く
る
の
で
、

定
期
的
に
溝
の
底
に
で

き
た
ラ
メ
ラ
ー
ウ
ェ
ッ

ジ（
脆
弱
で
白
っ
ぽ
い
の

で
す
ぐ
に
分
か
る
）
を

回
転
ヤ
ス
リ
で
え
ぐ
り

取
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
約
４
カ
月
間
に
９

回
の
手
術
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
図
３
・
９
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
蹄
冠

か
ら
正
常
な
蹄
壁
が
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
伸

び
て
行
き
、
正
常
な
蹄

の
形
を
復
元
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
間
の

全
て
の
手
術
に
お
い
て
、

泰
山
は
、
騒
音
を
出
し

な
が
ら
蹄
を
え
ぐ
る
回

転
ヤ
ス
リ
を
静
か
に
受

け
入
れ
、
一
度
も
暴
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

図
３
・
10
は
、
手
術

前
の
右
前
肢
と
手
術
を

６
回
実
施
し
て
５
日
後
の
右
前
肢
の
様
子

を
比
較
し
て
い
る
。
手
術
前
⒜
は
、
右
前

肢
に
負
重
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

長
期
に
わ
た
る
持
続
的
な
疼
痛
が
、
深
屈

腱
の
拘
縮
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、

繋
ぎ
（
蹄
と
そ
の
す
ぐ
上
の
関
節
と
の
間

の
部
分
）
が
極
度
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
第
１
回
目
の
手
術
か
ら
81
日

目
（
こ
の
間
に
６
回
の
手
術
を
行
っ
て
い

る
）
⒝
の
右
前
肢
（
患
足
）
は
、
上
体
の

体
重
の
大
半
の
負
重
を
受
け
、
左
前
肢
を

休
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

蹄
冠
か
ら
成
長
し
た
蹄
壁
が
真
皮
葉
、
真

皮
を
介
し
て
末
節
骨
に
が
っ
ち
り
固
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
９

回
の
手
術
を
行
っ
た
後
の
右
前
肢
（
図

３
・
９
⒟
）
は
、
ラ
メ
ラ
ー
ウ
ェ
ッ
ジ
の

存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

か
く
し
て
、
泰
山
の
蹄
葉
炎
は
寛
解
し

た
と
思
い
、筆
者
は
う
れ
し
く
な
っ
て
騎
乗

し
て
み
た
。
忘
れ
か
け
て
い
た
泰
山
の
背

中
の
揺
れ
が
泰
山
と
の
一
体
感
を
思
い
出

図３・１０ ⒜手術前の痛々しい患足（右前肢）。右前肢に負重すること
ができないので、上体の体重は左前肢で支えている。長期
にわたる持続的な疼痛が深屈腱の拘縮を引き起こし、その
結果、繋ぎ（蹄とそのすぐ上の関節との間）が極度に立っ
ている。
⒝第６回目の手術の５日後（第１回目の手術から８１日目）。
これまで負重できなかった右前肢で上体の体重を支え、左
前肢を休めている。

図３・９ 手術後の経過。約４カ月の間に手術を９回実施した。⒜第１回目の手術直後。⒝第２回目の手術直後（第
１回目から２０日後）蹄冠部の蹄壁が少し伸びている。⒞第４回目の手術から９日目（第１回目の手術から
５６日目）。⒟第９回目の手術から１２日目（第１回目から１３７日目）。

⒟⒞⒝⒜

⒝

手術前

⒜
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さ
せ
て
く
れ
て
、
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
騎
乗
が
原
因
で
、
泰
山

は
こ
れ
ま
で
の
支
え
足
で
あ
っ
た
左
前
肢

を
捻
挫
し
て
し
ま
い
、
や
が
て
立
て
な
く

な
り
、
あ
っ
け
な
く
20
年
の
生
涯
に
幕
を

閉
じ
た
。

泰
山
が
蹄
葉
炎
に
蝕
ま
れ
て
以
来
、
６

年
間
に
渡
っ
て
撮
り
続
け
た
治
療
記
録
写

真
は
お
よ
そ
２
０
０
０
枚
。
そ
れ
を
整
理

し
て
い
て
、筆
者
の
目
は
一
枚
の
写
真（
図

３
・
11
⒜
）
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。「
信

じ
ら
れ
な
い
！

何
故
こ
れ
に
気
付
か
な

か
っ
た
？
」
蹄
葉
炎
だ
っ
た
右
前
肢
は
完

全
に
復
活
し
、
右
足
は
蹄
ま
で
ま
っ
す
ぐ

に
立
っ
て
い
る
（
肢
軸
の
一
致
）。
一
方
、

左
足
の
蹄
は
、
跛
行
し
て
い
た
時
に
一
本

足
で
上
体
を
支
え
て
い
る
時
間
が
長
く
、

蹄
の
形
状
は
図
３
・
11
⒝
の
よ
う
に
蹄
底

が
斜
め
に
す
り
減
っ
て
、
傾
い
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
が
有
頂
天

に
な
っ
て
泰
山
に
騎
乗
し
て
い
た
時
の
左

足
は
、「
肢
軸
の
外
方
破
折
」
を
起
こ
し

て
い
た
の
で
、
捻
挫
を
し
た
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。

本
来
な
ら
ば
、
左
足
の
蹄
の
内
方
を
削

り
、
左
右
の
足
と
蹄
が
ま
っ
す
ぐ
立
つ
よ

う
に「
肢
軸
の
一
致
」を
達
成
し（
図
３
・

11
⒞
）、
リ
ハ
ビ
リ
を
十
分
行
っ
て
か
ら

騎
乗
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
悔
や
ん
で
も
悔

や
み
き
れ
な
い
。

泰
山
よ
、つ
ら
か
っ
た
な
。許
し
て
く
れ
。

（
以
下
次
回
に
続
く
。）

【
注
釈
・
参
考
文
献
】

①
顕
微
鏡
の
発
明
は
、
１
５
９
０
年
に
オ
ラ
ン

ダ
の
ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
、
ツ
ァ
ハ
リ
ア

ス
・
ヤ
ン
セ
ン
父
子
が
発
明
し
た
複
式
顕
微

鏡
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は

科
学
の
た
め
の
道
具
と
い
う
よ
り
は
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
珍
し
い
お
も
ち
ゃ
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
た
。
顕
微
鏡
を
科
学
的
道
具
と

し
た
も
の
は
、
１
６
５
８
年
の
J.
ス
ワ
ン
メ

ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に
よ
る
蛙
の
血
球
の

発
見
や
、
１
６
６
０
年
の
M.
マ
ル
ピ
ー
ギ（
イ

タ
リ
ア
）
に
よ
る
蛙
の
肺
の
毛
細
血
管
の
発

見
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
顕
微
鏡

の
発
明
を
１
６
５
８
年
と
し
た
。

②
西
洋
医
学
で
言
う
膵
臓
は
、
第
一
・
二
腰
椎

の
前
方
に
横
た
わ
る
長
さ
約
15
㎝
、
重
さ
約

70
ｇ
の
、
胃
の
底
辺
に
密
着
し
た
臓
器
で
、

イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
。

③T
ed
S.Stashak,A

D
A
M
S’LA

M
EN
ESS

IN
H
O
RSES

(5 th
Ed.),

Lippincott
W
il-

liam
s
(2002)

。

④
青
木
修
（
監
修
・
翻
訳
）、
桑
野
睦
敏
（
翻

訳
）、
森
達
也
（
翻
訳
）、
カ
ラ
ー
ア
ト
ラ
ス

「
馬
の
蹄
」、
ア
ニ
マ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
社
（
２

０
０
０
）。

図３・１１ 泰山の死後、およそ２０００枚の中から探し出した決定的な記録写真と死因となった左前肢の捻挫の原因。

本来あるべき姿勢
（左前肢の蹄の内側を削って左右
対称にすべき）

⒞

蹄葉炎で跛行していた時にはほと
んど左前肢で上体を支えていた

⒝

右前肢の蹄葉炎を克服しても左前
肢の蹄を削蹄しないまま騎乗して
しまった

⒜

連載：新米鍼灸師奮闘記（３）
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